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~サンティアゴ‘巡礼路とは?

サンティアゴ・デ-コンポステーラは、スペ

イン北西部に位置する中世の面影を残す街。

9世紀にキリスト十二使徒の一人である聖ヤ

コプの墓がこの地で見つかったとされ、エル

サレム、ローマと並ぶキリスト教三大聖地の

ひとつ。この巡礼路はヨーロッパて"も一番人

気が高く、宗教を超えて多くの人が歩いてい

る。聖ヤコプはスペイン語ではサンティアゴだ

が、フランス語ではサン・ジャ、ソクで、巡礼路

のシンボルであるホタテ貝も意味する。 1993

年に世界遺産に登録。紀伊半島の熊野古道

とは姉妹路の関係を結んでいる。
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スクリーンからマイナスイオンを送り出す実力派キャスト、ス夕、ソフ、そして音楽。

歩くというシンプルな行為が生み出す変化を見事に見せた実力派俳優陣に加え、フレ、ソシュな俳優たちが道中を賑やカ、に彩る。

息を呑むような絶景ばかりで、なく観客を楽しい巡礼の旅に誘い込むシュールな幻想、シーンも見所のひとつ。またバ、ソハ、ラモ一、ヘン

テ)レのバロ、ソク音楽が穏やかになっていくJ心境に呼応していくように印象的に使われている。こうしたキャスト、撮影、美術、音楽が一

体となって絶大な癒し効果を生み出している。

世界遺産の巡礼路を舞台に感動と再生のドラマが幕をあげる。

『赤ちゃんに乾杯』や『女はみんな生きている』のコリーヌ・セロー監督が、美しい自然と文化遺産が溢れる巡礼路

を舞台に、余計なものをそぎ落とした生身の人間同志の触れあいや心の動きを爽やかに描き出した感動作「サン・

ジヤ、ソクへの道」。さらにパワーア、ソプしたちょっとイジワルで、あったかい監督セローのまなざしは人々の心を魅了し、

フランスで、起きている巡礼ブームに後押しもされ、本国で、公開されるやスマ、ソシュ・ヒットとなった。

まっすぐ続く一本道を、急勾配の道を、天候に関係なくひたすら自身の足で歩き続ける旅は人生そのもの。荷物は

自分で背負わなくてはならないけれど、生きていく上で本当に必要なものなどそう多くはない。いつしかそんな前向き

な気持ちになってくる。そして、終着点で、あるサンティアゴ-デ・コンボステーラにそびえる荘厳なる大聖堂、さらには

スペイン最西端の海の輝きを自にしたとき、映画を見る者は、ずっと一緒に歩いて来たような不思議な達成感に包

まれる。一緒に笑って泣いた後、心は感動と元気に満たされ、みんなと離れがたい感情に心揺さぶられることだろう。

を少 Tこ踏 3 さ巡

望号 1ez:11
てケろ宍物稀絡手
歩あフ 2 観論にイ

言らち 53 去を 3
め女乃はを上こ守

主 153 恋俊民キマ
らどっる γ 之
を個行長し『そヤ

?EiEjili
起寺込むなミ詰て
も。んなるで続 1
のそでる旅し、の 5

L?223 努包奪 3
?性三点竺険と \<.m

ti 税制ち

七九差 元ウ通 I


